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　「石越冬のまつり」（同奉賛会主催）は１月14日、石越
総合運動公園特設会場で開かれ、小正月の伝統行事「ど
んと祭」と珍しい冬の花火に市内外から多くの人が訪
れました。
　まつりは、五

い

十
そ

瀬
せ

神社でおはらいや玉串奉納などの
神事を行い、祭事の成功を祈願。神社からいただいた種
火を正月飾りに点火すると、勢いよく燃え上がりまし
た。午後７時、商売繁盛や交通安全などの各種祈願花
火、市民協賛のあじさい花火の打ち上げが開始。来場者
は御神火と冬の花火に、１年間の無病息災や家内安全
などを祈りました。

平成最後を飾る特別記念企画として８号玉の31連発花火も打ち
上げられ、冬の澄んだ夜空に大輪の華を咲かせました。

　「第11回子どもたちが考える登米市の未来新聞コン
クール表彰式」が１月27日、中田農村環境改善センター
で開かれました。
　コンクールは、未来を支える子どもたちが市の魅力
を再発見し、まちづくりに興味を持ってもらうことが
目的。「住み続けたいまち」をテーマに、小学校９校から
43作品、中学校２校から４作品の応募がありました。式
典では児童、生徒らが自ら作った壁新聞の内容を発表。
最優秀賞には、佐沼小学校５年１組「夢グループ」、東郷
小学校６年１組「Go to the future」と新田中学校１年
１組「shooting star」の各グループが選ばれました。

全受賞グループが作品を発表。生活の中で気付いた地域の良い
点や課題解決方法などが、自由な発想でまとめられていました。

機能性表示食品に登録された「野菜でルテインちぢみほうれん
そう」。「産直がんばる館」などで購入できます。

　三
さ

菜
な

寿
す

（豊里町・中澤宏
ひろし

社長）と県農業・園芸総合研
究所が協力し、健康への働きを表示できる食品の開発
に取り組んできた、ちぢみホウレン草が１月16日、国の
機能性表示食品に登録されました。
　登録は県内初で、生鮮ホウレン草としては全国初。他
のホウレン草と比べ、光の刺激から目を保護するとさ
れる網膜色素を増加させる「ルテイン」が、1.5倍含まれ
ています。中澤社長は「野菜に付加価値をつけて、農産
物全体の底上げになればと思い取り組んできました。
日常的にたくさん食べてほしいです」と期待を込めて
いました。

　交通安全指導隊（佐藤養
よう

一
い ち

隊長）、防犯指導隊（須藤健
けん

治
じ

隊長）と市消防団（佐々木敏
とし

朗
ろ う

団長）が、平成31年の出
初式をそれぞれ実施しました。
　交通安全指導隊と防犯指導隊の出初式は１月12日、
中田総合体育館で開かれ、新年に当たり市民の安全安
心を守る決意を新たにしました。
　消防団の出初式は１月13日、市消防防災センターで
開かれ、消防団員約千人が９つの支団ごとに隊列を組
み、登米祝祭劇場から防災センターまで力強く行進し
ました。消防ポンプ車を使った一斉放水や消防署救助
隊員による救助訓練も披露されました。

消防団出初式では、今年一年の無火災を祈願して、消防団員によ
る一斉放水が実施されました。

　「映画『ひとりじゃない』完成披露試写会」は１月19
日、豊里公民館で開かれ、約400人が訪れました。
　映画は、豊里コミュニティ推進協議会が「孤立・孤独
死を出さない地域の見守りプロジェクト」の一環とし
て制作。東日本大震災で家族を失った男性を主人公に、
孤立や孤独死は誰にでも起こり得ることを伝え、地域
の支え合いの大切さを訴える内容となっています。映
画を鑑賞した佐藤勲

いさお

さん（78）＝石巻市＝は「近所でも
一人暮らしが増えているので、孤独死はひとごとでは
ないと思いました。地域の人たちで見守っていくのは
いいことですね」と話していました。

今後、映画のDVDの無償貸出や上映会を予定しています。詳しく
は、豊里公民館（0225-76-2237）まで問い合わせください。

２月５日の給食は、コンクールの受賞メニュー。「モウカザメが
お肉みたいでおいしい」と顔がほころぶ北方小３年の児童たち。

　県産品を使い、食育に適した献立を競う「県学校給食
『伊達な献立』コンクール」（県教委など主催）で、西部学
校給食センターが最高賞の県知事賞に選ばれました。
　同給食センターが県知事賞を受賞したのは、２年ぶ
り２回目。コンクールには、県内の給食センターなど29
団体が参加し、書類審査を通過した７団体が実技審査
に進みました。同給食センターは、市内産のパプリカや
ナスなどを使い「モウカザメのバンバンジーソースが
け」、「油麩といろどり野菜のピリ辛炒め」や「春雨スー
プ」などの献立を出品。地元食材を幅広く使い、彩り豊
かに工夫を凝らしたことなどが評価されました。


